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１．概要（Summary） 

本研究では，長寿命かつ高効率な接合を実現する新

形高速原子ビームガンを開発することを目指す．さらに，

開発した新形ガンの性能評価を行うことで，更なる高性能

化を達成する新形ガンの設計指針の決定を目指す． 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

ダイシングソー装置，白色干渉計 

【実験方法】 

開発した新形 FABガンを作製し，SiO2の除去レートの

性能評価を行った．また，従来の FABガンとの性能比較

も行った． 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

SiO2除去後のSi基板の白色干渉計像をFig. １に，ま

た，エッチング中心を基準とした，X，Y方向の高さプロフ

ァイルをFig. 2に示す．従来のFABガンでは，SiO2の除

去レートは，50.0 mm/hour であったのに対して，開発し

た新形 FABガンでは 150.7 mm/hour撮役 3倍の除去

性能をしめした．また，新型 FABガンの除去分布が急峻

であることが分かった．この特徴的な除去特性を示すこと

から，実用的には，Ar-FABを走査することで，除去分布

の平坦化が必要であることが明らかになった． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 1 Three dimensional profile of the novel  

FAB gun. 

Fig. 2 cross-section profiles of the novel and 

conventional FAB gun. 

 

４．その他・特記事項（Others） 

なし． 

 

５．論文・学会発表（Publication/Presentation） 

なし． 

 

６．関連特許（Patent） 

なし． 

 

 

 

 


